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【申込期限】9/27開催分:
 

9/23(火)

～ 日 本 人 ら し さ を 再 確 認 す る と き 、
　 　 　 　 　 　 　 　   日 本 人 で あ る こ と を 誇 り に 思 う と き ～

で あ る こ と と メ デ ィ ア「日本人」「日本人」

1 0 : 0 0 ～ 1 1 : 3 0

無 料 ( 事 前 登 録 制 )

1 0 : 0 0 ～ 1 1 : 3 0

日本ネタ番組の視聴と

日本人意識

日本ネタ番組の視聴と
日本人意識

天皇の退位・即位と

日本人意識・コスモポリタニズム意識

天皇の退位・即位と
日本人意識・コスモポリタニズム意識

F IFAワールドカップ2022における

日本人らしい行動の意味

F IFAワールドカップ2022における
日本人らしい行動の意味

2023WBCを日本人は

どう受け止めたのか

2 0 2 3 W B C を 日 本 人 は
ど う 受 け 止 め た の か

日本や日本人を主要なテーマとして扱
う番組（日本ネタ番組）にはどのよう
な特徴がみられるのか。また、その視
聴は日本人意識とどう関係しているの
か。調査データから検討する。

平成から令和への改元時に行われた天
皇の退位・即位関連の儀式・行事をテ
レビで見た人はどのような人たちなの
か。日本人意識やコスモポリタニズム
意識との関連から検討する。

13:00～14:30 13:00～14:30

F IFAワールドカップ2022で称賛され
た日本代表チームによるロッカールー
ムの清掃と整理整頓は、日本人の誇り
を高めたか。日本代表の戦績に対する
評価は日本人の誇りに影響したか。以
上を調査データから明らかにする。

後援：杉並区教育委員会

　　　武蔵野市教育委員会

　　　株式会社　勁草書房

詳 細 ・ お 申 込 み は

こ ち ら か ら ↓ →

2 4 号 館 2 階

一 般
（ 社 会 人 ・ 卒 業 生 ・ 教 職 員 ・ 学 生 ） の 方2 0 0 名

日 本 中 を 熱 狂 の 渦 に 巻 き 込 ん だ
2023WBCはどう視聴されたのか。ま
た、その後の野球人気や日本代表に対す
る考え方にどのような影響をもたらした
のか。調査データから読み解いていく。

2 4 2 0 2 教 室

2 0 2 5 年 度
東 京 女 子 大 学 　 夏 季 特 別 講 座

【 申 込 期 限 】 9 / 1 3 開 催 分 :
 

9 / 9 ( 火 )

⇧ ↑ ※ 各 回 ご と に お 申 込 み く だ さ い ↑

申
込
方
法

受 付 開 始 日
7 / 7 ～

 h t t p s : / / w w w . t w c u . a c . j p / m a i n / e v e n t / 2 0 2 5 /
k a k i t o k u b e t u k o u z a 2 0 2 5 . h t m l



交通アクセス

東京女子大学　教育研究支援課
E-mail:koukaikouza@gr.twcu.ac.jp
TEL:03-5382-6470
月～金（祝日を除く）9:00～11:25、12:25～17:00
閉室日：土・日、祝日、8月7日（木）～20日（水）

■西荻窪駅
・北口より徒歩12分
・北口（1番のりば）より吉祥寺行バスで「東京女子大前」下車
■吉祥寺駅
・北口（3番のりば）より西荻窪駅行バスまたは上石神井駅行バスで
「東京女子大前」下車

講師紹介

講座紹介
　 自 分 が 何 人 で あ る か ( た と え ば 、 日 本 人 で あ る こ と ) を ふ だ ん か ら 意 識 し て い る 人 は
あ ま り い な い の で は な い か 。 し か し 、 あ る テ レ ビ 番 組 の イ ン タ ビ ュ ー で 、 日 本 を 訪 れ
る 外 国 人 観 光 客 が 「 日 本 人 の こ こ が 好 き 」 「 日 本 の こ う い う と こ ろ は 偉 大 で あ る 」 と
答 え る の を 見 て 、 日 本 人 や 日 本 の す ば ら し さ を 改 め て 認 識 す る こ と も あ る だ ろ う 。 テ
レ ビ や ネ ッ ト の ニ ュ ー ス で 大 谷 翔 平 選 手 の 大 リ ー グ で の 偉 業 と も い わ れ る 記 録 樹 立 を
知り、同じ日本人であることを誇りに思った人もいるだろう。
　 本 講 座 で は 、 「 日 本 人 ら し さ を 再 確 認 す る と き 」 と 「 日 本 人 で あ る こ と を 誇 り に 思
う と き 」 に 人 々 が い か に メ デ ィ ア を 利 用 し 、 ま た メ デ ィ ア か ら 影 響 を 受 け て い る の
か、社会心理学の視点から行った各種調査結果を紹介しながら講義する。

第1回

志岐 裕子
慶應義塾大学

メディア・コミュニケーション研究所　　

有馬 明恵
本学　現代教養学部

社会コミュニケーション学科　
東京経済大学

コミュニケーション学部　

■経歴　
一橋大学大学院社会学研究科
博士後期課程単位取得退学
■現在の研究・関心　
メディア，特にテレビ番組，
インターネット動画，広告が
人々に及ぼす影響
■主な著書　
『「日本人」であることとメ
ディア』 (共著，勁草書房，
2025 年 ) ， 『 ス マ ホ で
YouTube に ハ マ る を 科 学 す
る 』 ( 共 著 ， 日 経 BP 社 ，
2023年)など。

■経歴　
慶應義塾大学大学院社会学研究
科後期博士課程単位取得退学
■現在の研究・関心　
メディア・オーディエンス研究
（特にテレビ）
■主な著書　
『「日本人」であることとメデ
ィア』(共著，勁草書房，2025
年 )，『クリティカル・オーデ
ィエンス―メディア批判の社会
心 理 学 』 （ 共 著 ， 新 曜 社 ，
2023年），『メディア・オー
ディエンスの社会心理学　改訂
版 』 （ 共 著 ， 新 曜 社 ， 2021
年）など。

第2・３回

問い合わせ先

第4回

山下 玲子

■経歴　
慶應義塾大学大学院社会学研究科
博士課程単位取得満期退学，博士
(社会学)
■現在の研究・関心　
メディア利用と日本人意識，SNS
とジェンダー，広告と健康
■主な著書　
『「日本人」であることとメディ
ア』(共著，勁草書房，2025年)，
『ジェンダーで学ぶメディア論』
( 共著，世界思想社， 2023 年 ) ，
『内容分析の方法［第2版］』(ナ
カニシヤ出版，2021年 )、『テレ
ビと外国イメージ―メディア・ス
テレオタイピング研究』(共著，勁
草書房，2004年)など。

研究員 教授 教授

講師陣の共著書　『「日本人」であることとメディア』
が受講者限定価格で購入できます。

詳細は、申込ページをご覧ください。


